
地域の四世代の人々を歌でつなぐ
－作曲,編曲活動20年を通して－
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〇取り組んだきっかけ

第1回～第10回は、元NHK歌のおねえさんの眞理ヨシコ先生
が総合プロデュースを務め、コンサートに子どもたちとともに毎
年出演した。第11回以降は、小川氏が明治・大正・昭和の童
謡・唱歌や子どもの歌を通して、地域の歴史や人物、文化、事
物、社会の様々な流れや出来事をテーマに設定し、地域に育
つ子どもたちに、日本の四季や日本語の美しさ、時代と共に懸
命に生きてきた人々の姿を、言葉を大切に作られた数々の歌を
通して伝え続けている。この第1回～第17回のコンサートにおい
て、私が作曲・編曲した曲数は、80曲以上になる。

〇活動の目的

静岡市が政令都市となった２００５年の５月５日「子どもの日」、
第１回「みんなのコンサート」が開催された。静岡市の政令都市
移行を記念して、地域で育つ子どもたちの豊かな情操を涵養
することを目指して児童合唱団を結成、地域の幅広い世代の
人々による混声合唱団を結成し、地域の音楽家やバレエ団、
文化人が一体となって創り上げるコンサートの開幕である。
このコンサートを１から企画し、実行委員会を立ち上げ運営し、
第１回～第１７回「みんなのコンサート」を２０年に渡って、毎年
清水区で開催し続けているのは、ピアニストの小川尚子氏
（2024年静岡県文化芸術功労者表彰受賞）であり、小川氏のア
イデアによる1７のテーマをもとに、２００５年～２０２４年の間に全
17回のコンサートが開催され続けてきた。
私は、子どもの情操を地域に関わる歌で育み、子ども、保護
者、地域の大人や音楽家が一体となってコンサートを創り上げ
る活動に強く賛同し、第1回～第17回のコンサートの編作曲家
として、20年に渡って取り組んでいる。

「みんなのコンサート」は毎年テーマを掲げ、静岡にゆかりの
ある歌、唱歌、童謡、子どもの歌を主としたプログラム内容を持
つ。私が担うのは、地域の4歳～中学生までの子どもたちや20
代～８０代の大人による合唱団員が歌う曲の作曲・編曲である。
また、その年のコンサートテーマによって、合唱団と共に音楽を
奏でる楽器群の編成も変化する。これまで、ピアノ、ヴァイオリン、
チェロ、フルート、クラリネット、三味線、尺八、筝、和事（大鼓・
小鼓・能管・篠笛・太鼓・鉦鼓・ささら等）など多種多様な楽器編
成による編曲を行ってきた。
よく知られた既成曲も、作曲・編曲によって各年のテーマに応
じた編成や楽曲スタイルに生まれ変わり、コンサートに関わる児
童合唱団や混声合唱団、全ての出演者の演奏を可能にするこ
とから、私が行う作曲・編曲の「みんなのコンサート」における役
割は重要であると考え活動している。

〇具体的な内容

〇期待される効果

執筆者名 望月 たけ美

教育学部・学校教育課程 准教授

第16回「みんなのコンサート」出演者の所属学校（園）：めぐみこど
も園/静岡サレジオ小学校/静岡市立清水入江小学校/静岡市立
清水有度第一小学校/静岡市立清水有度第二小学校/静岡市立
清水興津小学校/静岡市立清水浜田小学校/静岡県立清水南高
等学校中等部/静岡市立竜爪中学校/静岡市立東豊田中学校

音楽文化の継承・地域づくり・世代間交流・歌が育てる

2005年 第1回：「静岡ゆかりのうた」
2006年 第2回：「静岡と子どもの歌」
2007年 第3回：「おばあさんのお母さんの歌」
2008年 第4回：「子どものうた１２か月」
2009年 第5回：「童謡90年 赤い鳥から～あなたへの手紙」
2010年 第6回：「歌で繫ぐ『青い鳥』」チルチルミチルの旅」
2011年 第7回：「行ってみよう！歌のある町へ」
2012年 第8回：「大好き！私の富士山～あっちこっちから見る」
2013年 第9回：「あくしゅでコンニチハ」
2014年 第10回：「羽衣/にっぽんの花・鳥・風・月」
2015年 第11回：「徳川家康公顕彰４００年」
2016年 第12回：「清見潟へ行こう/西園寺さんと坐魚荘」
2017年 第13回：「清見潟へ行こう！/長者屋敷の井上馨侯」
2018年 第14回：「二宮金次郎」
2019年 第15回：「清見潟Ⅱ」
2023年 第16回：「赤い靴」
2024年 第17回：「巴川ものがたりⅠ」

第1回目の出演時に小学生だった子どもたちは、現在２０代
後半となり県内外で社会人として活躍しているが、「みんなの
コンサート」開催時には同窓会のごとく集まり、司会や裏方で
後輩たちの舞台を支える。第１７回までの地域からの全出演
者延人数は９００人以上、関わった保護者や関係者を加えれ
ば２０００人を超える。コンサートに出演した子どもたちが、日
本や地域の文化財産である「心の歌」を歌い継いでいくことで、
郷土や歌を愛し、どの場所に暮らしていても地域を顧み、ア
イデンティティを持ち、生きる力を培っていくと期待している。

第18回に
続く！


